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古事記上巻に見える歌謡と呉音
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アクセン トの問題
平山輝男氏の全国アクセント辞典東京堂昭35-39に全国のアクセントを大別して，第一種京
阪式，第二種東京式，第三種京阪式に分け， それぞれをまた明瞭，曖味の二種に分けている。
この外に第四種ー型式を挙げ， これを尾高一型，平板ー型に分けている。第一種は京都市，第
二種は旧東京市街に行なわれ，第三種は京阪及び近接地方言に類するものであるが， 系譜的に
は第二種から旅生したものという。この三種は互に著しく異り，殊に第一， 第二は往々対称的
であることは，我々が日常見聞する所であるが， 今は詳細にたち入ることを省略する。我々が
特に興味をもつものは（一型式》で，主として曖昧化現象により型が崩壊したもの（平板ー型）
第三種の型が統合現象により一型化したもの（尾高一型） の二種と見ている。（同習口絵）前者は
仙台，山形，水戸，宇都宮，福井， 八丈，宮崎，延岡などに行なわれ， 型が曖昧で， 型知覚を
失Vヽ， アクセント基をもたないもの（／崩壊ー型）で， ただ都城の一型アクセントのみは，尾高型
の単一形式を保持し， アクセント基をもっているという。（尾高一型）（同書 p.17) 
私自身調査したわけでないので，勿論異議を唱えることはできないが， 私なりにまとめて見
ると，①二つの相対的アクセント圏が，近接する谷閻には曖昧型が発生するのは当然であるが，
③古代の日本語には一定のアクセントがなく， これを各地方人が， それぞれ独特なイントネイ
ションをつけて発音し，やがてそれが，固定して， 各方言独自のアクセントに発展して行った
ものと思う。現在の英語の様に，単語に迄一々固定したアクセントがあって，少々イントネイ
ションを変えても，単語のもつアクセントは大してその影座を受けないのとは異る。 日本語の
字書にアクセントを附けることは甚だ困難で，例えば「タカマガハラ」 という古語に対してど
ういうアクセントをつけるのが正しいか，恐らく専門家でも困るだろう。 日本放送協会の日本
語発音アクセント辞典昭41東京の p.568には
l l 
タカマガハラ； タカマガハラ （ガ=ria)
の二通りが記録されて居り，関西アクセントまで加えると，更にどれだけ増えるか想像もつか
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ない。結局昔は神主が祝詞（のりと）をあげる時の様に，かなり平板に発音したものではあるま
いか。
2. 万葉仮字
鹿持雅澄の万葉集古義 1国甚刊行会明31ー大12の巻頭総論 P-74を見ると，
1. 字音の仮字 （例：安米都地あめっち）
2. 字訓の仮字 （例：得田直うたて；千羽日ちはひ）
3. 字音二合仮字 （例：還金かへりこむ；知三しらさむ）
等のある事を示して後，
アには阿，安の 2字
イには伊，已等すべて 5字
ゥ
工
才
宇，干以下
衣，依など
於，意など
??
以下力 (7宇），ガ (7)' キ (14),ギ (5)' ク(9)' グ(4)' ケ (II), ゲ (5), コ(16),
ゴ (7)' サ (9), ザ (6). シ (24), ジ (7). ス (9)' ズ (2). セ (5). ゼ (2). ソ (ll).
ゾ (3), タ(2), ダ (3), チ (5), ヂ (3), ツ (3)' ヅ(2), テ (7), デ (6), ト(7),
ド (6)' ナ (5)' 二 (9), ヌ (6)' ネ (4), ノ (2)' ハ (16), パ (3)' ヒ(10), ビ(6)'
フ (8)' プ (2)'へ(10), ベ(6)' ホ (9)' ボ (1), マ(5), ミ(7), ム (7), メ (9)'
モ (14)' ヤ (6)' ユ (3). ョ(6)' ラ(4). リ(6), }レ (3), レ(5), ロ(4). ワ (1),
ヰ (3), ヱ (3)' ヲ (8)の如く，かなり自由に漢字を利用している。同様に日本書紀もか
なり多くの文字を混用して居り，同じ「力」というモーラに13種， 「シ」に25種の漢字を用い
ている。（市河三喜，服部四郎「世界言語概説」研究社昭30下巻 p.247; 全部の表は有阪秀世
「上代音韻孜」三省堂昭30p. 53) 
古事記特に歌謡の部分（中でも上巻）には， まだーモーラに対して一字の字音を仮りる音仮
字のみを用いた名残をとどめている。洟字のなかでも特に平声の文字を撰んで用いた形跡が
ある。全部が平声のみならば何も言うことはないわけであるが，約半数のみが平声である。下
に掲げる表は，稀用の文字を避け，最も普通に用いる表音漢字のうち，平声以外のものである。
ウ（宇） オ（意） ク（久，玖） ケ（気） コ（許，古） ガ（賀注CD)
ギ（芸） グ（具） サ（佐） シ（志） セ（勢世）ジ（士，，自）
古事記上巻に見える歌謡と呉音（翡橋） 3 
ズ（受） ゼ（足） ゾ（叙） タ（太） チ（智） テ（豆，帝）
ト（斗） ヅ（豆） ド（村，度） 二 （溺，通） ヌ（怒） フ（布）
へ（幣，閉） ホ（富） ビ（備） ミ（美味） メ（売） モ（母）
ヤ（夜） ヨ（用） レ（礼） ロ（呂，路，漏）ヱ（恵） ヲ（遠）
校この表はコ古事記伝乾吉川弘文餡明3ふ昭5p, 20「仮字の事」の中から二，三例に過ぎぬ文字pJ 
を省き，更に平声字を省いたもの。
注(1) 賀を消音に用いた例は 130中の5jrjのみ，他は皆(ガ，，1 (上記古事記伝乾 p,20) 
3. 古事記上巻の歌謡の表音法
上にものべたように，古事記上巻は習紀万策などに比して，かなを表す漢字の数が極めて少
ない。口伝の忠実な模写と見て差支あるまい。これに先だつ文献の影態は無視してもよいと考
える。神武記以下の特に記事の部分には古記録を参照したことも考えられる。上巻歌謡でも僅
かに地名その他の固有名詞，頻用される幾つかの名詞などの中には，紙に宛字の一定していた
ものもあったかと思われる。それ等はしばらく措き，上巻に見える九つの歌（番号は武田祐吉訳
注古事記角川文庫昭31-42によった）について平声字を用いた部分を平仮字に改め，仄声字を用
いた部分を残し，四声の別を注記して見ると，
伝乾 p.447第一番夜去久.J:(やく）もたつ
い豆去（づ）も夜去幣去賀去（やへが）き
つまごみ溺上（に）夜幣賀きつ久る
その夜幣賀きを
伝 513第二番夜ち富去（ほ）許去（こ）のかみの美J:(み）許とは
夜しま久溺つままぎかね豆上（て）
と富（ほ）と富し 故去（こ）しの久通上通（くにに）
佐迅上(1)かし売去（め）遠上（を） あ理上（り）とまかし豆
久はし売遠 あ理とき許上（こ）し旦
佐用去（よ）ばひ爾（に） あ理たたし
用ばひ爾 あ理か用は（原作婆）勢去（せ）
たち賀去遠上（がを）も(2) いまだとか受上弓上（ずて）』
おすひ遠も いまだとかねば儘田本「ば」を欠く）
遠と売の なす夜いた斗上（と）遠
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おそぶらひわ何.l:(が）たた勢礼.I: (れ）は．
ひ許豆（づ）らひ わ何たた勢礼ば
あ遠夜ま通ぬえはなき
佐怒去（ぬ）つど理 き芸去（ぎ）しはとよむ
爾はつど理かけはな久上
宇.l:(う）礼た久も な久なると理か
許のと理も 宇ち夜め許世去（せ）ね
いした布去（ふ）夜 あまた勢豆かひ
許との かた理ごとも 許遠ば。
注(1) 佐は去上両声， しばらく去芦に従う。
(2) 「も」通行本母に作り（たとえば，倉野慈司校注古事記岩波昭路—42) , 上平両点，今「伝」に従
う。 「伝」は他の欧の「も」全部母に作る。第六番は母． （下文を見よ）
伝 523第三番夜（や）ち富許の かみの美上許上等上（みこと）
ぬ(1)え久佐の 売通志去（し）あ礼ば
わ何許上許上呂上（こころ） 宇らすのと理叙上（ぞ）
いま許そは ち(2)*和（ど）理遜あらめ
のちは な抒理遜あらむ遠
いのちは な志勢たまひそ
いした布夜あまは世豆かひ
許とのかた理ごとも 許遠ば。
注(I) 怒一本作奴，今之に従ふ。
(2) ちどり，通常和抒理（わどり）に作る。伝に詳し。 p.525 
伝 526第四番あ遠夜ま遜ひ賀か久らば
ぬばたまの 用はいでなむ
あ佐ひの 恵去（ゑ）美佐かえき且
た久豆怒(1)の し路去（ろ）きただむき
あわゆきの わか夜るむね遠
そだたき たたきまな賀理
またまで たまで佐しまき
ももな賀溺 いはな佐む遠
古市氾I:巻に見える歌，揺とn行（店;1m
あ夜遜 な古ひき許志
夜ち富許の かみの美許と(2)
許との かた理ごとも 許辿ば。
注(1) 武田本．約波本共に怒を「の」と励ませている。拷綱は白の枕召菓。（伝 527)
(2) 三の場合は芙許等上， この場合は美許登平に作る。区別があるか。不明。
? ?
伝 531第五番 ぬばたまの久路き美けし速
まつぶ佐遁 と理よそひ
おきつと理むな美るとき
はたた芸も 許礼はふ佐は受I:(ず）
幣つな美そ溺ぬぎ宇豆
そ廼抒理の あ遠き美けし遠
まつぶ佐遜 と理よそひ
おきつと理むな美るとき
はたた芸も 許も布佐は受
幣つな美そ遁ぬ棄去（ぎ）宇且
夜ま賀た淫まきし あたねつき
そめ紀賀しる過 しめ許呂も遠
まつぶ佐遜 と理よそひ
おきつと理むな美るとき
はたた芸も 許しよ呂上（ろ）志
いと古(1)夜の いもの美許等
むらと理の わ賀む礼いなば
ひ気去（け）と理の わ賀ひ気いなば
なか士上（じ）とは なはい布とも
夜まとの ひともとすすき
宇なかぶし な賀なか佐まく
あ佐あめの佐ぎ理邁たたむ叙
わか久佐の つまの美許と（登沿
許との かた理ごとも 許遠ば。
注(1) 古は上，去両声，しばらく上声をとる。
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伝 541第六番夜ち富許の かみの美許と夜
あ賀お富久過 ぬし許(1); をは
遠過いま世ば
宇ちみ （微吟る しまの佐きざき
かきみる いその佐きおち受
わか久佐の つま母上(2)(も）た勢らめ
あは母よ 売にしあ礼ば
な遠き豆(3) 遠はな志
な迎き豆つまはなし
あ夜かきの 布は夜賀した溺上（に）
むしぶすま 溺古夜賀した溺
た久ぷすま 佐夜具賀した溺
あわゆきの わか夜るむね遠
た久豆怒(4)の し路きただむき
そだたき たたきまな賀理
またまで たまで佐しまき
ももな賀遜い遠しな 1し［去（せ）
とよ美き たてまつら世
注(1) 通行本は 「大国主」とつづけ，那（汝）こそはと読む。
(2) この歌では伝も母に作る。
(3) 風俗歌作「於木天」（伝 543)
(4) 上記（二番）と同じく武田本 「の」とよむ。
伝 647第七番 あめなる夜おとたなばたの
宇な賀世る たまの美すまる
美すまる遁 あなだまは夜
美た遜ふたわたらす
あぢ志貴去（き） たかひ古ねのかみぞ也上（や）(1) 
注(1) この「也」通行本には省く。（伝 658参照）
伝 871第八番 あかだまは を佐閑去（へ）ひか礼抒 （れど）
しらたまの き美がよそひし
炉j'}g旺もに見える歌謡と只背（高栃）
た{1i斗I:(と）久あ理けFl!
伝 871第）し番詔f,_1:{l)(お）きつと即 かも度~(ど）久しま避
わ賀ゐねし いもはわす礼士（じ）
よの許とごと遜
注(1) 「0：」平ヒニ九しばらく平に従う。
?
以上で上巻を終る。以下は省略し，必要に応じて引用するにとどめたい。不思議に，句や文
の終りや，テニヲハ等に仄声文字を用いていることが多い。上にのべた尾高一型の特徴を示す
ものと思う。勿論反論も容易で，たとえば「理」（とり《烏》のり）の如きは文中どこに用いら
れても珊字を用いるが如きがこれである。しかしすべてラ行音が語頭にくる場合はアルタイ系
の語には移入語以外にはない。許と古，微と美等の使いわけには，いわゆる甲類乙類の別を考
えなければならぬので，下文に節を改めてふれたいっ
記の歌謡に籾字採用の際，アクセントにも注意をはらったことは，私の創見ではない。 伝乾
p. 159に
次成神名字比地遁」：ネ1,次妹須比智遜詔~11 。
とあり，本居宣長の説明 (p.162)に，「さて男神の御名の遜の下なる上の字は，遜をあがる声
(I豆行）に誦（よ）めとなり。女神の御名の選の下なる去の字はさがる声（下声）によめとなり。
次に"/![-紀の私記を引き「問， 此二神御名痰同宇也，何故有変声之読哉。答，是拠古事記上奨字
読上声，下炎字読去声，其由雖未詳，加此之神名，皆以上古口伝所注置也といへり。」とあり，
更に語をつづけて，「かかれば当時（そのかみ）は，日本紀を読むにも此の記の旨を守りて，か
ばかりの読声（よみとゑ）をもみだりにはせざりしこと知るべし。近き世にただ理説をのみ主
（むね）とする学者も，かかることを少しはおもへかし」と注意している。
次に，伝乾 29に，「同音の中にもその言に随ひて，用ふる仮字異にして，各，定まれるこ
と多くあり」とあって，その例を挙げている。これをまとめて見ると，
子，彦，壮士（をとこ）には古
コ ｛その他には許
メ ｛女，姫，処女には売
その他は 米
木，城（き）には紀
キ ｛他は 伎，岐
?戸，太（ふと），問ふ斗．刀
ト｛他は 登
神，木草の実微
ミ ｛他は 美
モ｛妹（いも），百（いも）．雲毛
他は 母（母）
ビ ｛彦．姫のにごりには昆
他は 備
ヶ
l別（わけ） 気
l辞の「けり」その他には祁
ギ｛過ぎ，祷ぎ疑
その他 芸
虚空（そら） 蘇
ソ ｛その他 曽
自（よ）り用
ョ｛その他 余，与
ヌ ｛角（つぬ），忍（しぬぶ）．篠（しぬ），楽（たぬし），怒後の世に 「の」となるもの
他は 奴
書紀．万葉にも此の定まりほのぽの見えたれども，其はいまだ偏くもえ験みず•••• そもそも，
この事は．人のいまだ得見顕はさぬことなるを己始めて見得たるに，凡て古語を解く助けとな
ることいと多し。」 これが橋本進吉先生等の有名な甲類，乙類説となり．多くの賛否両論をひ
き起した。下文で，この問題についても一言したい。
4. 西南諸島の場合
宮良当壮の八重山語棄東洋文罪昭5-41を見ると．例えば，本文甲 p.67に，
キ k'i 古語のあさけ，一個（ひとけ）等の「け」
キ k'i 古語の笥（ケ）
キー
ギー
の類と，
k'i: 木，樹，薪，毛易の卦，故（古語のケ，カレ）
g'i 芸
■― 
古事記上巻に見える歌謡と呉音（高橋）
， 
キィ k'! 朝食 古語のケ 〔i靡音化（総認28)〕
キィ ki: 黄；気
ギィー gl: 義
との間には別がある様である。 しかし「ケ」に転ずる点は両者同様である。
工音についても E,-.,eの別が僅かに残っているという。（同書総説 p.18白保で南京虫を 'j;一
IlU1}という類）ア，オとウについてはそれぞれ二種の別があったか否か不明であるが，記の歌
謡に見える「許」について見ると，
クー ku: 此， 是（与那）
ククチィ kukutsi 心地
の如く uになる場合が多い。同様に古事記に「古」で表す語も極く稀には kuになる。
本文乙 p.28 futago (双生児）>futagu (竹富）
以上をまとめて見ると，我が西南諸島には明かに
Cl) i, i ; e, eの別を存すること
(2) a, a, の別，u・Co) 〔甲類〕と i(6) 〔乙類〕の別は明かでないが，甲類，乙類共に u~
o, u~oの転は存すること
を知る。
5. 唐代長安の中国語
徽煽石室で発見された漢蔵対音千字文，漢蔵対音大乗中宗見解，蔵文訳音阿弥陀経，金剛経
の出現は中国古韻学者を驚かし，従来朝鮮音，日本の嘆呉音，断片的な梵漢対音等のみを中心
としていた研究に更に貴重な資料を豊富に供給した。羅常培の唐五代西北方音上海民国22年（影
印）は， これらの外，唐蕃会盟碑文や古韻書等を利用し，極めて綿密に検討した名著である。
残念乍らこれらの資料は，いずれも断片残巻で古音の全部を知ることは不可能であり ，複雑な
中国語の音を写すには，西蔵文字は必ずしも十分ではないし，又西蔵文字そのものの発音も時
に明瞭をかく。（例えば a-cuiiが語中に於いて占める位置に依って発音がどう変ったかの如き
点）， アクセン トの表記のないこと，唐代以前の漢字音が分らないことなど，欠点を挙げれば
際限はないが，わが漠呉音の来源をしらべる上で最高の資料であることはいうまでもない。羅
氏の序文 p.I以下によ くまとめられているのでこれを中心に検討を加えたい。
A 声母について
1) 軽唇音非敷奉は大多数 Pの有気音 p'で写している。西蔵には f音を示す文字がな
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いので，当時長安附近の発音が既に f音化していたかどうかは不明てあるが，羅氏の言の如く
已に璽唇音の分化的痕跡を示すものとして貴軍である。 (p. 17, 18) (現代の西北各地の方言で
は非，奉等の始声は fに発音されるが，文水では X音に発音すること（羅氏 p.199)はわが国
の p->h-の変を想起せしめる。）
2) 切韻声類「明」 は多少の例外は mーで写し，大部分は 'bに変じている。 同じく 「泥」
は n叉は 'dこれらの a-cun('符）が何を意味するか明かでないが， 恐らく軽い廓音を伴
うものだったと思う。羅氏は用心深く ，それぞれ m~'b,n~'dの中間音だったろうと言う。
(p. 22)我が呉音漢音の中間に位する。
3) 舌上音は正歯音を混入する。例：長 jali,fan; 縦 c'i,ts'a; 荘 tsan;之 ci,ts'な
ど (p.20-22) 
4) 正歯音二三等不分。 即ち切韻照二，三知三はすべて C;穿二，三徹三抹二は c'; 澄知
照の各二，三はすべて お 審二，三禅 ， 升木-戸： はすべて ~ ; 「日」はと（「而」の 'gyarは例外
だが，現在の西蔵読音と比較すれば， jarの昴音化した如き音か） 「娘」は 'j-.(p. 20ー 22)
5) 「｝休」の大部分は 「禅」より審に，「沿」は「照」の全濁に (p. 20-21) 
6) 摩擦音的濁母，禅邪匝は同じ清母の審心暁に (p. 21-25) 
7) 中舌化的声母は三等に限らない。
イ）三等声母の非中舌化例：碑 pi, 肥 bi,肌 ki, 其 gi,今 kim,銀 'gin,密 'bir
ロ）四等声母の中舌化例： 鶏 kye,啓 k'ye, 謙 k'yam,辺 pyan,眠 myan,顛 tyan,
田 dyan,経 kyin
B 韻母について
1) 宏梗 両摂の葬収声（刀）の消変が部分的に始まっている。 (36-42)我が国では 7収声
はほとんど消えた。古い地名信楽 (sh初(a)-raki)などに僅に名残をとどめている。
2) 魚病の大部分は， 止摂に変ずる。 (43,45) 
3) 通摂的ー，三等元音不同（切韻東開ー冬合ー唐p←陽開三陽合三まではすべて on; 陽開三
は yon;唐年は won;東開三鐘合三は unと写しているが，中古音 aに相当する西蔵文字
がないので混乱がある。「用」は yuri(千字文） yon (中宗）両様に写されている。 (57,58) 
4) 同韻字も往往，声母の影蓉で不同韻に変ずる。例えば，
a) p-音の下では合口が開口になる。
例 ：wa:>a磨，波，破・・ ・；wi>i微， 肥 ； wan>an煩，晩，万； war>ar末， 発
b) p-音の下では， o,eu, iuが皆 U となる。 o>u菩，布，補； eu:>u茂，牟 ；iu:>u 
? ?，?? ?
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婦，宮，阜，不，否（古事記の場合「賓」が「ほ ！となっている。Uに変ずる前の古音を
存するものか。福，幅炭l"J音h:ik〔哀氏咬語方言概要RP-249〕と比較。音符i臣二）
注 この書についてはド文（六節）参照。
C) C—音の下では y 介音（中舌化）が省略される。 ya>a 蛇，者，舎； yo>o床，腸，閉；
iu>eu抽，手，昼； yan>an禅，賠，善，然； yan苫an上，長； yen>eii. 承，昇；
yon>on長，常，状； yar>ar設，舌； yag>ag弱著，若； ig>eg側，色
5) ー等元音 a と二等元音 aとの別はほとんど消失しよ うとしている。
ィ）千字文では冶泰～皆佳；豪～肴を分ける。
ロ）阿弥，金剛，大乗中宗では，寒～山を区別する。
ハ）大乗中では歌床の別を可 k'o我 'goと示しているが，大勢は両者を混じている。
(p. 68-69) 
6) 西蔵文字に撮口音 (i)がないので， iu,y等を U で表し，（例えば平魚の「如」は zi,
ね（阿弥）；上語の「所」は ~i, ~u, ~ もi(?)'¥ui (?)'~a と直様に写す（金剛） p. 43) 
幻 hyan(硯在の北京 h雌n); 手 win(北 yin);部 gwin(北 jun);倫 lin(北 16n)
即ち i~u両音の中間の音だったらしい。従って uan,-iian等はすべて wanで表す。 （羅
氏 67)
7) 入声収音 k,P, tは g,b, r (叉は d)で表す。わが漠呉音はフクッチキ等で表す。
その他の収声 m,n, r; は西蔵対音では極めて正確に示されている。ただ 7の一部が消失し始
めているだけである。（上記）我が国の呉音では遠金（かえりこむ）等（上記） m 音が時に保
存されているが，多くは m,n共に「ン」とな り， 7はウで示す。
西蔵対音にはアクセント記号がないが，上声を挙 ku'u 象 syo'oの如く長母音で示したも
のがいくつかある。 (p.6) 
6. 現代の中国方音との比較
A 四声 六朝，唐時代の四声が如何なるものであったかは現在の各地の方言を比較して
類推する以外に方法がない。今，北京大学中国語言文学系語言学教研室絹漢語方言詞涸北京
1964 p. 4~17によって各地の方言の四声を五度制標調法によって示すと，
1 北京
2 済南
陰平
55 
213 
隠平
35 
42 
上声
214 
55 
去声
51 
21 
入声
12 
3 沈陽 33 35 213 41 
4 西安 21 24 53 45 
5 成部 44 31 53 13 
6 昆明 44 31 53 13 
7 合肥 212 55 24 53 4 
8 揚州 31 34 42 55 4 ， 蘇州 44 24 41 （陰去 513陽去 31 （陰入 4 陽入 23
10 温州 44 31 （陰上 45陽上 24
（陰去 42
陽去 11
（陰入 23
陽入 12
平 上 去 入
1 長沙 （陰平 33
陽平 13 41 
（陰去 55
陽去 21 24 
12 南 目 (424  213 (55 31 5 
13 栃 県 (412 4 31 42 （陰入 21陽人 4 
(55 or 53 (35 
上陰入 5 
14広州 (33 (下陰入 3321 23 .22 陽入 22 or 2 
／＼ 甲入 24
15 閣江 (33 21 (24 乙入 1443 454 丙入 454
丁入 443
16 貶門 (55 24 51 
(11 
33 (35 2 
17 潮州 (33 55 
(53 
35 
(213 
1 (24 1 
18 福州 (144 52 31 (213 242 (24 3 
先ずその複雑さに驚く。しかしこれは，各省毎に代表的なもののみを選出したもので，更に
府，県，都市，農村等に分ければもっと複雑なものになる筈である。今仮に現在の北京の四声
を例にとると，除平はほぽ昔のままの平声であるが，陽平は著しく性質を異にして居り，或は
全くこれを欠き（約 113)'或は全部古の入声から成っているものもある。例えば jueは約50
全部入声の変じたもの， xiの内18字は入声から転じたものである。 （鐘ケ江信光中国語辞典
大学笞院昭35により算出）
上声は北京の五度制標調では 214,南昌 213,沈陽 213,済南の55を除けば，すべて尻下り
の音則ち 53(3例）， 41,31, 21等で単に尻上りのものは合肥の24,温州の陰45,陽24,広州
の陰35,陽23,潮州の陽35の四地方の例だけである。
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古代の上声の性質は不明であるが，唐釈神哄の反紐図譜に「上声属而挙」又釈真空の玉箱匙
歌訣⑮に「上声高呼猛烈強」とあるのを比較すると高く強い音だったらしい。（辞海子56)
注 この書見当らず。 四庫全書総目提要巻44経小学類存目 2篇韻貫珠集一巻明釈真空撰（万
暦中京師慈仁寺僧）この書八門に分け歌訣を絹成す。七日，創安玉綸匙捷径門法歌訣とあ
り。これか。（大庭脩氏の示教による）
去声は更に複雑である。
l 二音の場合
（五度制標調）
｛尻下り型 51, 42, 41, 21 
a)陰陽を分けないもの 同高型 55 
尻上り型 45 
尻下り 42 
陰去 同高 552 (二回）， 33,11 
b)陰陽を分けるもの ｛ ｝塁昇 靡',21 
陽去 同高 112, 2, 33 
l尻上り欠
I 三音の場合 ｛中高型（陽去） 454, 242 
中低型（陰去） 513, 2132 
中低型は北京の上声を思わせる。中高型は非常に珍しく陽江の陽去454と福州の賜去242の
みである。或は中国語以外の語の影盤があるか。
古代の去声は例の反紐図の 「去声清而遠」や，玉鍮匙歌訣 「去声分明哀遠道」（辞海丁503,509)
によると，始め強く語尾が弱く消えて行く形か。また蘇州，温州の例で見ると，中音に始り，
語尾が下るものと思われる。
B 音韻 現代方音の音韻現象については， たとえ概略でも記述することは容易ではない。
今はただいく つかの問題を自由に拾い上げて，我が上代歌謡の漢字音，及びいわゆる漢呉音と
比較して見たい。
（イ）始声 消濁については，既に上記の西北音にもいくつかの例があり，南方の方音には明か
に清濁の別の存するものが多い。 しかし日本語に於ける消濁ほど明かな別は，現在の中国語，
朝鮮語にはない。
(a)喉音系 現在の我が国の 「力」音には有気音的な傾向が見られる。私自身外国の音韻学
者に注意されたことがある。西南方言にも例が多い。（宮良当壮八重山語棄総説28)しかし
有気無気をもって，同形の語の意味の区別に用いることは少なくとも現在の日本語にはない。
朝鮮語には kk-(古くは sk),t-, pp-, ss-, tftf-等の重子始声があるが漢字音に応用す
ることはない。 （我が西南方言には子音，母音の前に声門閉寒音をともなうものがある。例え
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ば，琉球ではすでに B.H. Chamberlainが WW,YY等の表記を用い，宮良氏は黒島の例と
して 'a,'i,'u,'e,'o及び 'w,'y等の例をあげて居り，沖縄の 'w, 奄美の 'm等にも言及
している。（八重山語彙総況 p.27)朝鮮語の場合と比較せよ。
(b) ts>s, t<;><; 漢，六朝以後 （特に南北朝以後）士大夫は北の戎秋の難をさけて江南に
移った。 従って長安の古音が割合に南方諸語によく保存されている。 （哀家騨淡語方言概要
北京 1960p, 58, 146) 朝鮮では，北方高句麗には中国華北の古音が自然に流入したが，南朝
鮮の百済，新羅等では，高麗と対抗上江南の士大夫を招いた。（満田新造中国音韻史論考 p.606
「朝鮮字音と日本呉音との類似点に就いて」） l司じ害の p.124以下の Gilesによる一党表を見
ると，「従」 北京 ch,ch', ts, ts'の湿州，寧披音は z,dz; 「邪」北京 ts(この音誤りか，
鐘ケ江中国語辞典 p.872では xie,xia, ye, yuの四音）の温， 寧は z(dz) ; 照（北 ch,
ts)は湿寧 ts;穿 (ch')は同じく ts'; 抹二等 (ch,ch')の福州音，安南音は s; 同じく
三等 (ch,ch')は福 s,温 z,寧 z, dz, 朝鮮 s; 審 (sh)の客家は二種あり， 二等 S, 三
等 sh,福寧，温揚州，鮮共に s;禅 (sh)客家，広東 sh,福鮮は s, 温寧 z, dzである。
精，躙(ts,ts'(ch'))は Sにはならない。哀氏の概要 (p.133以下） で補うと， 北京の心系，
邪系の s(例：橡蘇，三，孫色等は心系，誦，頌，俗，等は邪系） ~(紗，捨，史，世，書，舒，水，省，
扇，深，身などの審系，蛇，是示，石，誰，舌，十などの禅系） t~·(純， 常などの禅系，船， 唇の船
系） ? (瑞）の四種は皆江西南昌では S になる。 この外少数ながら南昌の Cが北京の c;:, s 
に当る場合，南昌の ti;:が北京の tc;,tsに当るもの， tc;'(南）が北京の ti;:',tc;, c;, ts', ts, 
S に当るもの等の例をあげている。
梅県客話の例から拾って見ると (p.156)北京の s,s, ts'(船唇）， Cが梅県では S になり，
広州 (p.196)では北京の (1)s (私，三，孫，森，酸等） (2) <; (西，先，心，雪須など） (3)~(詩，
翡山，食事など） (4) ts'(成．乗，常，蝉，船，唇，崇など） (5) ts'(毒など少数）の 5種が皆 S と
なる。反対に北京の s(寺，嗣，祀，頌など）が ts,北京の同じ<s (俗，賜，松，速など）が ts'
になる。 北方音より南方音の方が s~ 化が多いとも言えない。
(C) この他北方話，呉方言，湘方言，閲南，閲北方言などの音韻，文法などについても，そ
れぞれの本地人による正確な記述があるわけであるが，やや本題をそれるので今は省く。
(d)西北方言の有気音には一種の特殊性がある。単純な気流のみでなく， hに比しやや前
方で発する喉擦音即ち X f S等の音となる。
x 〔太原〕 伯 PXA 他 tXA
〔大同〕 長 tsxo
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〔帰化〕 開 kxc:
〔西安〕 長 txaYi 菜 tsxe 出 pfxu
¥ 〔西安〕 皮 p~i
〔太原〕 体 tgi
s 〔蘭州〕 皮 psi
等がこれである。（哀氏概要33) この現象は，漢呉音で有気音が消失したことと比較される。
有気音そのものにもいくつかの段階があったことになる。
(e)文白異読は各方言とも注意すべまものが多い。常識的には「文」は士大夫の語故，幾分
保守的で，「白」の方は一般人の語故，かなり自由奔放な方音が多いわけだが，時に，［ピビの
中に古音が残る場合がある。蘇州の例（哀氏概要 p.70)をあげると，
〇少数の字は口語音の方が古の反切を保存する。例：鳥 t函（広酌都了切）（文語は nire)
旺 io・7(喩母陽韻）（文は UD/) 
0また腹門の「事」は字音は S, 話音は t; 「飾」の字音は s,話音は t'である。（哀 257)
〇哀氏 (254)によると閲南地方には，異民族が多かったので独特な臼話音が行なわれ，文学
にまで発展しなかったが，官話の影裾で読書音が別に発展したという。羅常培の腹門音系には
同声異駒 (17条），同嗣異声 (2条）声駒共に異るもの (2条）等に分け詳細に研究し，近頃では
陳垂民が中山大学から油印で《炭門話読音と話音の分岐の初歩整理》という論文を発表したと
いう。 (1957)以下実例が豊富に挙げられているが，毛（読 me, 白mr;)久（読 kiu,白 ku)
雨（読 u, 白 h:>)割 (kat,kua')伏 (hok,p'ak) 〔古事記の富ホと比較〕十 (sip,tsap) 
落(l:ik,lak) (これは白の方が漢音に近い）の如く概して読音が我が漢呉音に近い。例外とし
ては，許（読 hu白 k':i)の如く，臼の方が古事記の許コに近いものもある。
又 p,260に全濁井，奉，定，澄，群，従，床七母の大半は不送気消音に，小半は送気消音にな
る。この一点普通の平声＞送気清音，仄声＞不送気清音と不同であり，又客家の一律送気桁音
となるのとも異るなど注意すべき記述が多い。以上声母については外にも軍要な事柄が少くな
いが先をいそぐので省略する。
（口）韻母 (a)次に韻母についても問題が少くない。先ず，麻歌両賎について一啓する。羅氏
西北方音 p.35を見ると， 切韻韻部歌oo-(a), 文合一 (ua),麻開二 (a),佳肥二 (a:i)は西蔵
対音ではすべて aで写しているので区別が甚だ困難である。 ただ大乗中では可 k'o,我 'go
（上苛）があり， 「解」字は上蟹の時は ga,ka', ka去卦の場合は he,hweと写す程度であ
る。
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次に麻開三 Iaは蔵音 ya(例 ：上声では且 ts'ya写 sya野 ya者 ca,ja; 平声では蛇
9a耶 yaなど，文合ー (ua), 麻~= (wa), 佳合二 (wa:i)はすべて蔵音 uaで写す。（例：平
声＝和 hwa;上声＝果 gwa,火 hwa;去声＝過 kwaなど。）
左 dza,佐 dza'の場合＇符があるとやや長めに発音する。可，我の 0化は，近代西北方音
に近づく証。（羅氏西北34)
哀氏概要 p.27によると歌の北方諸方言では， すべて a,a; 成都 0,昆明 "o, 漢口，南
京 0 となっている。麻の蘇州，上海韻は o(p. 64)〕即ち麻 bo(p. 73)我が古語麻（を）と
比較。〕 仮合二麻 wa例字瓜，寡，化。永康では ua, 北京では ua即ち北京に近づく。（哀83)
（同 ll5) では，双降（湘）雷歌開— u (多詑左羅歌何）； 文合一び（波婆文火など）； 文開三 0
（茄）； t開三 io(靴）篇麻Il!二 o,io (巴，沙，茶，鶉）； 麻IJ月三o,io (遮，車）； 麻合二 0 (瓜，花）
即ち開口呼の場合歌は ZS',麻は 0 となる頷向が見える。
（同 247)榎門の場合麻は ba歌は koとなり，（同 321)のまとめでは，歌，文両韻はた
a ua 
だ開合の差のみで， aの元音には区別なしと見ている。 即ち a(前方母音）と a(后方母音）
の差は一般的には極めて僅かしか保存されていないという。歌 (p.320)を例にとると，北京
ka; 西安，漢口，長沙，南昌，屡門（の一部）梅県 ko; 広州，福州 k=>; 双峰 Kび； 蘇州
蒻 u; 腹門（一部） kua 
文の一例（同頁）として「多」を例にとると北京 tuo;西安，漢口，長沙，南昌，腹門，梅
県 to; 蘇州 tau; 双峰 tび；広州，福州 t:> となっている。
麻韻 (p.317)は之に比し幾分 a音が残っている。広州，梅県榎門，福州は a; 蘇州 io,
D; 長沙 ia; 双経 io,o; 南昌 a(文語 ia);北京，西安，成都 ia; 南京 i:>となっている。
結局歌文の語尾 aはえをへて 0 に向う傾向が強く，麻の語尾 aは iaを経て aに向う
傾向が強い。 その差は微弱で安南，朝鮮，西蔵，日本などの外国人は皆単ーな a音に写した
ものと思われる。 (compendiumR 序説 pp.239, 252, 260等参照）
注 B.Karlgren : Compendium of Phonetics in Ancient and Archaic Chinese. Stockholm 1954. 
(b)次に語尾 7の消失は，上に記した如く西蔵対音では，宕梗両摂等にうかがえるが，双峰
（湖南）の梗摂の内少数は — 7 語尾を保存するが (a'"?, iacりなど）大部分は -n尾に変じ，更に
進んで葬化元音となり，咸深山装摂と混ずる。 Co,io等）（哀氏 121) その他古の -m.-n, 
苅語尾の消失し，舜母音化するものが非常に多い。（同 120)
蘇州では咸 (-m)山 (-n)摂等は語尾が完全に消失する。 北京 ian>i,蘇 an>E,yan> 
i</>, uan>u</>など（同 75)
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温州でも庚の4'耕の 1(ae), 江，唐の (oa)等を除いては刀の消失は少なく， mnの消
失は多い。 （満田氏中国音韻史 p.130以下） 要するに長安古音に始まった語尾 7の消失傾向
は江南音に於いて一屑強化されたが，更に n,m 語尾の消失がそれ以上に進んだ。日本の場合
は，呉音に m をいくらか残した外，大部分 nは刀に， 7はウに変った。
7. 朝鮮音の場合
A)始声 （イ）喉音朝僻古代の漢字の音韻が如何なるものであったかは甚だ明瞭を欠く。
殊に高麗と，百済，新羅との対立もほとんど音韻の側からは証明し難い。今はただ変化の限り
をつくした現在の朝鮮音の極めて皮相的な比較を試みるに過ぎない。今洪淳泌の日鮮新玉篇
（京城；大正十五年）附音編から拾う。現行の字書よりは幾分古風である。
a) ka 加，伽， 嘉，可詞，歌，家，箇，個などほとんど何の区別もない。 g〔この性質は G.J, 
Rarnstedt : A Korean Grammar. Helsinki 1939 p. 20〕を用いたものも少数ある。ken艮
k9i皆，解など。
ki 伎，岐，妓，其，企，棄などは和音と変らない。
ku 九， 口， 久，丘，臼，求，区，玖， 具等呉音に近いものが多い。
kju 九 (kuと両韻）叫，圭，揆
kai 介，登，凱，慨，佳（又 ka)(宋枝学の朝鮮語小辞典では Kぉ，kre, と発音する。）
k~i {, 易，掲，憩 (pr,ke) ko 古，故，孤，考，高，鼓．庫
kjo 交，郊戌喬，橋，攻（日本のコウ を含む）
等の外日本にないものでは，
k~ 巨，距，挙，居，拠 kik Ciロシアの瓦に近い）極，克，戟
kin 僅，斤，近 kirn 今，金（又 kirn)禁．錦，禽 kip 汲，急
kii 己，杞，忌，飢，奇，其，気，居，乞（又 kgl)碁，那（古事記ケ）大体漢音の kiに当る。呉
音では ko,goになることが多い。或は百済音の影理か。なお，有阪上代音韻孜p.430を参照。
k~n 建，巾，件 kuk 菊，国（日本音キク，コクと比較） kun 君，軍
kii 紀，幾 kui 帰貴（又 ku~i ; 机，潰，帰も ku~i)
kjun 均 (cf.kur; 弓，宮，窮） kugn 巻，拳，権など kj~n 見，犬，肩
kj~i 界，啓，桂，鶏，階， 計，系以下省略。
b) k音の消失したもの （和音 g-のものが多い）
j ~ i 芸． 児，詣 i 疑，章，衛，委，宜，胃，偽，義儀 a 牙，我など
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c) h音となったもの
ha 下，荷，何，夏，賀（古事記「ガ」） hg 虚，許（古事記「コ」は下文の hoの方に近い）
ho 胡，湖，許 (ho古事記に近い）狐，虎 hu 保，候，厚，後
hjo 暁，孝，効，慇（漢音コウを含む） hju 休，携 hak 鶴，学
han 旱，竿，汗，限，間，閑，寒 he.n 恨 hap 合，歪
hai 害 Che.i玄，蟹，海） ha71 航，行 (kar;岡，江，講，姜などと比較）
he.YJ 恒 hjar; 向，郷，享，香 h~n 憲，軒，献 h~l 蝠
hjgn 玄，見，現，懸，賢 hj~p 爽峡 hok 或，鵠 hj切兄，刑，亨
hon 昏，混魂 hoi 回，灰，懐，会（漢音クワイ，呉音ヱと比較）
hi-r; 興 hii 喜，希，姫 hip 恰，吸 hoa 和，華，花，禍，靴，火，話
以上比較的通行の文字に限定した。清濁は朝鮮音では明かでない。
（口）舌音
a) ta 多，茶，大（又 tai) tjg 氏，抵，底，紙
to 刀，桃，陶，都，島道，図，度（清濁長短を分けない）
tun 屯，鈍遁（又 ton) tjo 眺，調，烏，弔
tu 土（又 tho)斗，豆 (tik得， tir;登，騰，等，灯。漢音「トウ」と比較）
ti 地 tan 騨，単，団，丹，短，壇 (cf_ton純，頓豚，遁， to!l冬，同，動，童）
tal 達 tarn 淡 tap 答，沓 tai 大，ダ (cf.tsi代，台，隊）
taYJ 堂，唐，糖，党，当（漢音よりも中国原音に近い）
tgk 葱 (cf.tjgk敵，笛，滴，荻） tjgn 田，殿 (cf_tjgrn店， tjgp蝶，貼）
tjgi 弟，第，帝，堤（介，母 jは日本の漢音には欠く）
b) th 原音の有気音をよく保存している。
th9ik 宅 thor; 筒，桶，統 thj切聴 thoi 堆
thjem 甜 thjgp 帖 thjgl鉄，哲 thj~n 天 tha刀湯
thai 太 than 炭 thak 托，拓，卓 tha も，他，蛇（又 sja)池，打
c) ca 作，左，紫 cha 叉，差
c~ 子，字，茨，践滋斉，剌，自，稜（この類も朝鮮独特のもの古韻の残留か）
ch~ 次，此 (cf.斯 sa) cja 者，這鵠 chja 借，車，且（叉 cbj~)
cj~ 抒（記は「ド」と読ます。この読音は，西北，江南，朝鮮などに見当らず）屠，紆，貯，
且，姐，箸，除，杵
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chjg 処，妻 (cf. 叙 sg) co 爪，早，助，粗，錯，曹，藻，造 cho 楚章，初
cjo 詔，照朝肇 chjo 抄詔，肖，焦（日本のシ～を含む） (cf. 下文 sjo)
ci 之，止，支，只，氏，紙，志，芝，質（以上漢音シ）；知，智，遅（漢音チ）
chi 治，置，直，織，痴，植 cu 注， 湊，｛故，粗，足 chu 取祝
cju 肘，主，柱，宙，珠，州，舟，周，調，酒，昼 chju 抽，姿，椎，追，秋，丑，鷲，諏，枢
cg, ch~ 音なし。 （注意。 c,chは中舌化傾向が強い。我が ti>chi現象と比較。）
chai 差 chei 采，採差 c罰曽，増，証，贈 chi"? 層
cj(}k 寂，借，適，摘，籍，赤，積敵（又 tjgk) chj~k 尺，拓，斥，捗
d) Sa 沙，娑，砂，詐，査，洒，些（又 sja)(cf. 佐 coa)奢，邪，社
sja 蛇，舎，捨，射，写
Sg 士，仕，祀，似，四，詞，事，思，師，史，寺，死，私 (cf. 志 ci)古音の残留か。
sg 鋤 sjg 序，西，暑，鼠書，誓，逝 so 疎，疏，掃，巣，蘇，所
sjo 少，召，沼，昭，肖，梢，爾，笑焼 SU 漱，数，愁，蒐 (ct.洲 cu)
sju 囚，守，殊，脩，受（記「ズ」）授垂，睡，誰，筈，首，翌，随，鑽，樹，収，水，手，須
si 戸，氏，市，柿，寺（又 S¥!) ski 世，税，彗，洒（又 sa)
sim 心，沈，甚，深，審 sin 甲，辛，身，新，薪，臣 sir; は極めて稀。
s切升，承，縄僧，勝 seik 色，塞，索 S(!i刀生，省，狸 soal 刷
e) na 那奈，難 n~ 女 no 努，奴，怒（漢音より呉音の n-に近い）脳
njo 撓，溺，尿
nak 諾
ni 尼 (cf.i邁，溺）〔cf. 朝鮮口語 n~ お前，君〕
nam 男，南 nai 乃
nkn 年
nai 内，能（又 nir;)
na 7娘（又 nja7)器 nrnm 念 nj的 寧
no・? 農 niり 能
f) ra 裸，羅（中国音の 1に当る。我が「ラ」と比較）
rjg 呂，戻，属梨，廠 ro 牢，老，路，露，労，櫓，饂（長短をのぞけば漢音に近い）
rio 了，瞭，遼，料 ru 捜，攘漏
rju 流，琉，柳，留，累，劉，類（記の「｝レ」に当るものを含む）
ri 利，里，理狸，鯉，来，吏，李 rak 落 ran 訛卵，乱 ram 藍，覧，嵐
rap 磁 rgi 来 ra7 浪，郎（漢音ラウ） rjar; 良両，涼，醤，梁
rj~i 例，礼 rim 林，臨 rin 吝，燐 ron 論 rok 禄鹿，谷
rei 雷扇 reirJ 冷 rui 涙 rjuk 陸，六 riun 倫，輪，綸
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rir; 陵
口語では r 音をはぶく 。（例 ：両班 jar;-panp. 417天理大学現代朝鮮語辞典）
（ハ）唇音 朝鮮語には f音を欠く。又清濁の別がない。下に著しい例を拾って掲げる。日本
音を主と して見てゆくと，
0日u~朝鮮 0 (日本の音は便宜上 上田，岡田，飯島等大辞典昭11東京による）
伏 漢音フクー呉音プク；フウープ ；ホクーボク 鮮語 pok
服 フクープク；ホクーポク；フウーフ；ハクーパク pok 
幅 フクーフク ；ヒョクーヒキ
福 フクーホク； ヒウーフ
腹 フクーフク
僕 ホクーボク
卜 ホクーホク 慣用ボク
匈 ホクーポク （慣）フク
0日o~鮮 U
北 ホクーホク；ハイーへ
貝 ハイーハイ （慣）パイ
倍 ハイーパイ
博 ハクーハク
薄 ハクーハク；ハクー ビャク
phok 
pok 
~ 
~ 
~ 
~ 
（天理辞典） puk (日鮮新玉篇 Pik)
pai 
phai 
pak 
~ 
朴 ハクーハク；ハクーホウ；ホクー ヒウ（慣）ボク ク
泊ハクーパク；ハクーヒャク ク
迫ハクーヒ ャク ク
爆 ハクーバク；ホクーボク；ハクーハク ；ハウーヘゥ phok 
瀑ハウーパウ（慣）パク ク
暴 パウーマウ；ホクーボク ；ハク（慣）パク ク
拍 ハクー ヒャク；ハクービャク （慣） ヒャク pak 
瑛ハクーハク ク
繁 ハンーボン p~n 
番，翻，煩 ハンーポン
逼 ヒョクー ヒキ
~ 
phip 
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彼，皮，被 ヒー ビ
品 ヒンーホン
風豊 フウーフ（豊（慣）ホウ）
B)音韻
phi 
phum 
phu・1 
21 
満田氏の中国音韻史論考 p.606によると， 侯韻（オウ）尤韻（イウ）の別は痰音では明か
であるが，呉音及び朝鮮音では共に u(時に ju)で，区別のないものが多い。 im,inは漢音
では in,呉音では on (しかし呉音でも ア行，力行以外の音の場合は in)ikは呉音では ik,
漢音では iok,豪韻は朝鮮及び呉音では o,宵韻所韻は joとなるなど例を挙げて説明しての
ち，日本の古書の仮字の音は，字音の初の綴りをそのまま用いる例の多いことを述べている。
（例 ：養（ヤ）計佐）柴草 紛 追（ヅ）要 国 など） 一般に中国音のこまかいニュアンスを写す
にはカナよりも朝鮮音がすぐれて居る。 白 Paik, 色 saikなどは北方音の入声語尾の消失以
前の1日を伝えて居り，得 tik,徳 tgk,登 ti'りなども中国の原音 0のおもかげを伝えており，
麿，堂 ta? 等は明かに北方音に近い。要するに唐以前の古音を存すること，呉音に近い音の
多いことなど朝鮮音は今日でもなお重要である。
注 朝鮮学報 (41-44輯）に河野六郎氏の「朝鮮漢字音の研究」がのって居り，極めてよく
賂理されて居る。上記の文を起草中には完結していなかったので，残念乍ら利用しなかった。
8. アJレクイ語族と 日本語
A. von Gabain : Alttirkische Grammatik. Leipzig 1941 S. 47に母音を分類して a,
0, u, i群と a,o, i, iに分け，又軽重によ って a,a; o, oと i,i; u, iとに分けた。
更にこまかく a,a, v ; a, e ; i, i, i ; o,o, o,o ; u,u, i,uに分け (s.44)これらの
間に起る転換，語中の母音の消失現象等にもふれている。 (47-50)文字の組織はウィグル，
ソグド， マニケーイッシュの間に相応が見られるが，a~a, i-i, o~u, o~ii及び子音の
p~b, s~s, z~z, f~w, v~母音 0 等の区別がない。 (17)
Runenschriftは推定音の当否不明故今は省く。 Brahmischrif tでは a,a, a (ayaと写
す）， i(=i), u, u, i (uyu), e, e (eya), ai, o, 6 (oya), o (oyo)と写し， ウムラウト
を写す上に不便が多いが， 0,U の別は明かである。 (34)
蒙古語 原始アルタイ語には aa, o o, u ,ii, e e, e , o o,u u, i iの18の音があった
と推定されているが，現在の蒙古語では i,i音は消失した。 (N. Poppe; Introduction to 
Altaic Linguistics, 1965 Wiesbaden, p. 202) e,eはバスパ (J:iPags-pa)文字では区別す
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るが紫古内体では灰別しなし、，(I,i] p. 23) 
ii~o, u~o の別は棠古の 内休で ： J:明かでな '•' o '•、 ·rれに，枕むべきかは初心者をなやます。
(Sem系の wauと比較） 栄古文語では子音にも男文字，女文字の別のあるものがあったが，
ソヴィ エット式アルファペットでは区別しない。
満洲 トゥングス ii~o音は現代語では沌失した。沼初の協洲文では極めて少数の語粟に ii~
6に当る文字を残している。〔p,44今西春秋満語 i(6)音考（天理大学東方学紀要I1959)〕
一般に原アルタイ語の i,iは満洲 トゥングス (M・T)では i;e eは M・Tでは eeに合
流， 6 13は M-Tu i,i Uほ M・T,u (又は i)iに変る。 (Poppe : Intr. to Altaic L. 
202) 
朝鮮語は a,? の別を文字で区別していたが，最近では次第に aに一木化しつつある。 河
野六郎初鮮語（研究社・1.t界言語概説下巻昭30)p. 431に中期朝僻語の1活音を除賜に分け，
賜 ao v, 陰に iJU IU「円1性に iを認め，同料日木語系統の部 (p.291)では
閣 v(Ramstedtの ,A),a, o 
陰 y(Ram. i), e (Ram. ~) . u 
と認めているっ
巾ni
円本語 a と i!,現在ではアクセ ントの有無以外に区別がない。 古事記にはア行に対し歌，
麻，文の韻の梗字をあてている。 麻，文は開合の別はあるが，a音には区別がない。（前掲哀
家閲説）歌のA音は a, 麻のA音は a即ち歌の aは 0 に近づく傾向，麻の aは aより e
に近づく傾向があったものと思う c一例をあげると，角川古事記 p.125酒（くし） の長 （か
み）〔久志能加美〕の美 （み）は甲類 神の微（み）は乙類であるから，酒の神とはならない。
カミ
（岩波本 P-138は酒の司（くしのかみ）に作る）酒をかもす意の醸はすべて迦美，上つ瀬の上
も加美 韮の義の 「かみら」 も賀美良であるが，神の場合はすべて加微，迦微（雷も同）（岩波
本索引 p.328)加は仮摂開口二等見系（麻韻） (p. 170)迦は果摂開口三等見系 (--t韻） (p. 167) 
〔界濱瑾宝切股索求北京 1955による〕母音調和があるとすれば， 微と組む kaは乙類， 美
と組む場合は甲類でなければならぬが，加，迦は明かに混用されて居り，少なくとも日本人に
は区別がなかったらしい。 （しかし，強いて区別すると果摂aを後舌的，仮摂 aを前舌的と
見る学者もある。カー ルグレン＞有阪秀世 上代音脹孜（三省堂）昭30p. 292) 
美 上声紙韻に仮にアクセントがあり， 微平声微脹にないとすれば 「上」（うえの義） は
kam1となり，現在の関西アクセントに一致する。「神」は関西アクセントでは kamiである。
「上」は常にカミであるが， 「神」 は加牟加是（神風），加牟菩岐（神寿ぎ） （岩波本索引 328)
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の例の如くカムともなり ，又ァイヌ語の kamui(神）， pasui(奢）， mui(霧）の如きはネフ
スキー氏によると， それぞれ東北方言で J,lの!liき音を uiとアイヌ人が受取ったものという。
（談話）（なお muiは恐らく洗字盤の音ではなく ，モヤの如き日本語であろう。）その証として
ネフスキ ー氏はロシア語の囚音を日本人がウイと発音することを例とされた。乙類の iが[1
類の場合より弱かったためか。
i-i, e~eの別は西南方言に残って居 り， 既に述べた如くどちらも i~e,i~eの転が見ら
れる。恐らく同様に甲類 o~uの転は記紀万業に多くの例があるが，（有阪上代音賊孜 p.50) 
乙類 o~uの1伝もあったものと思う。 許許呂（心）（岩波索引 330)を平安時代遠迂方言でほ
「けけれ」と い った（古今集東歌）ことを見ると，許は朝鮒音に h~. ho両音がある（上記）の
を写し，漢音では「キョ」呉音では「コ」と拙んだことを証として乙類 6から o,e両音が発
生したものと思う。古代トルコ語の k67iil,koo Cu) I 〔プラフミ文〕 (Herz. Bewusがsein,
Wille u. s.w.} kogiiz, kokuz (Brust) (Gabain 315) と比較。
結局古代日本語には原アルタイ語の18の母音をかなり忠実に保存し，なおその上， i-e, U・O, 
i-e, u~oの転も，他のアルタイ語同様忠実に継承したものと思う。 やがて乙類は次第に印類
に吸収され，僅にアクセントの差を残すのみとなった。自分の語の間に於ける母音転換， ア）レ
タイ諸語間の子，母音の対応，アルタイ語族以外の近傍諸語との関係Rなど幾多の閥題は将来
の課頗で，それぞれの専門家でなければ，取扱えない。ここには本居宜長以来のすぐれた諸家
の意見を私なりに整理したものを記し，専門諸士の示教を待っことにした。（昭42-9-21初稀）
注一例をあげると，（平がなは乙類こ（許））
古事記 こ（此）ここ（此処）こチ（此方） こレ（此） （有阪：上代音韻孜 40)
八庶山 ku: 此，是（与那 p.74) kur'iこれ，是之（石垣竹窟，鳩Ul,焦島，波照 p.83) (宮良四梨本文）
朝僻語 kiその（冠詞）； ki-riそのようにそう，そこに，そちらに（副）； koその（すでにお互に知
っている事物を指して話すとき使う語）〔〔ki>k司； ko―raiそうして，斯くして・・（天理朝鉗語
辞典 87,88; 47, 49) 
ギリャク語 hhld'それ（やや速く，知られているが，今目前にないもの） V. N. Savel'eva: ロシア＝ニ
グプン辞典モスクワ 1965(p. 465) ; kun, hu, hun (d), kon'i (古歌） これ，それ p.18, 197 
（拙著樺太ギリャク語朝日新聞社昭17)
中国語にも許に二音あり。
<許► (甲）虚語切，語骰 1)所也，処也。悪許＝何処の毅（堅子，非楽） 2)語末助辞，奈何許（古楽
府） 3)約計数羹之辞。少許，多許，幾許の類など
（乙）呼五切音虎魔脹。詩小雅伐木許々。朱伝衆人共力之戸。按亦作滸々。説文作所々。所も「コ」
と読みしか。缶は斧斤，戸は音符．）（辞海酉 24)
<所> 疏阻切，語骰 1)処所也 2)約計其数之辞。逝許。（上の許の 3)参照）I所許古.l'r相近，近用。
3)可と通ず。（王念孫）（辞涌卯7)
などいづれも対応が見られる。
